


所 偶  官 職  氏‐
化 学  技 管  萩|.原
人 類1  事務官  JiE 藤
植物爾  技 官

‐
 山I EII

地 物  数餞員  整‐1原
物 理  毅 菅 沼 尾
物 理  事離  吉 闘
備
‐
報  事務官  松 原

惨 理  事霧富‐ 橋 山
物 理  事務官  土 肥
人 類  lm宣  松 浦
生 化  篠籠員‐ 宮 1崎
蒙 赫  軸 臨 .:薪 ‐非|

萎 覇 漁議調曇優
:未 i封」

名

敏 夫

藤 子

工

幸
=

登緩

純‐子

厚

祥 子

絢 子
道,「 -7-

敏 夫

久
:舅

み ―よ

発‐割 日

登4, 9 1
‐54 9: 1
54 9 1

壺‐4‐  , 30

54.10‐ ■5

5411. 1.

5411 1‐

5411.110

541■‐16

3412た 懲

6412  1
5412‐ 31

5雄.1231

異 動 内 容 C備

1宇都宮大|へ転任

. :J〕

       】       (:′1ヨ

諫腱

輔 勧奨によ―る

妹職 休職静:定麹蘭 54:10.15蠅 a lo14
1本学入識センタ‐共同利路係長に黒肇

休職 林職予定期間1弘 11.1～
‐
翻額籠            一 : 

‐

工学跡 ら配融

議  ■
‐採用

:辞職  ギ́ Ⅲ:輸羹に|ょ・る l

藩聡 : ■ ∵  
‐
鶴業に

:よ
る

考)

簗■甲ヤ
pヽ
ド翠■摯 VO～

～

p■ ¨ャ● |た 0‐ |ャ ●ヽ

“

,羹 ¨フ 01ヽ か癬 |口 。ヽ
～

● r¨ 國。■■今楔

“

■。■■ ,ぃ ●ャ● |や :`

海

氏  整
青 議 ■‐明

藤 恭 啓 其

黒 醜 購 雄

小 嶋

藩 猪 忠 男

飯 野 徹 雄

金 田 榮 祐

目 的 国

スイス

アメリか登衆国

アメリカ合衆国

フブンス

デメリヵ合恭国

彰誇恣蟄
オ‐・ス トラリア

期 鶴

ll.]型

5ユ 1031

11,1 -
ム
・n31

1].4J l,

n'資
卸

1■ 1:長
5

11.120～
121

11,241～
1219

者一航渡外

麟

手

官

勤

属

学

所

北
鰤岬 ‐館
る確のた

冒予:  書
m‐彰F聟‐島1最z彎光

躊了鑽腑層

縣猪栞Б鰊警簿
に

蜀颯憾iポ勒餘

量

雖瘍絣

物 菫

イ七 ギ学
'

地 物

物 理

植 物

1鋤研

助 手

教 授

毅 機

教 糎

戦 夜

助1手

地 質  慟‐手 増 日 俊 男  ォ‐ス トラリア・ 鵠 |

-ll―



属

理

所

物

官 職

助教授

助教授

助教授

教 授

助教授

助 手

助教授

教 授

教 授

助教授

教 授

助教授

助 手

氏

堀 田

名

凱 樹

佐 藤 哲 也

川 島 誠一郎

久 城 育 夫

永 田   豊

杉ノ原 伸 夫

山 上 健次郎

/1ヽ   山鳥

浅 田

佐 藤 哲 也

目 的 国
アメリカ合衆国
イン ド

オース トラリア

ソビエ ト連邦

イン ド

オース トラリア

オース トラリア

オース トラリア

アメ リカ合衆国

オース トラリア

オース トラリア

アメリカ合衆国

カナダ
アメリカ合衆国

カナダ
アメリカ合衆国

カナダ
アメリカ合衆国

カナダ
アメリカ合衆国

期 間
11 16～
55.1 15

11 25 ～
12: 10

11 24 ～
12 19

目    的
ショゥジョゥバェの行動,
突然変異の解析研究および
行動遺伝学に関する国際集
会出席のため

国際磁気圏観測シンポジウ
ムおよび第17回国際測地学
・地球物理学連合総会出席
のため

第17回国際測地学・地球物
理学連合総会および国際磁
気圏観測シンポジウム出席
ならびに会議運営準備のた
め

プラズマ非線形現象に関す
る日ソ合同セミナー出席の
ため

第 3回インド時間生物学会
議出席および内分泌学に関
する研究連絡のため

第17回国際浪l地学・地球物
理学連合総会出席のため

第17回 国際測地学 e地球物
理学連合総会出席のため

第17回 国際測地学・ 地球物
理学連合総会出席のため

アメリカ動物学会シンポジ
ゥム「魚類の発生生物学」
出席および発生生物学に関
する研究打合せのため

第17回国際測地学・ 地球物
理学連合総会出席のため

尽柩憾瞑ず″黙長3
クス連合間委員会出席のため

プラズマ物理学,計算機 シ
ュミレーションに関する共
同研究のため

カナダ地域における磁気圏
入射粒子と電磁波動の到来
方向調査のため

カナダ地域における磁気圏
入射粒子と電磁波動の到来
方向調査のため

カナダ地域における磁気圏
入射粒子と電磁波動の到来
方向調査のため

カナダ地域における磁気圏
入射粒子と電磁波動の到来
方向調査のため

地物研 助教授 国  分 征

地物研 教 授  福 島 直  オース トラリア
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理 学 博 士 授 与 者

昭和54年 4月 16日 付 授与者

論  文  題  目

ヘッケ作用素の固有地とカスプ形式のピリオ ド

李警警養|ぱr歩=繹
冨器男
螂の産生する酸性プロテイ

強磁場下の半金属における異常な輸送現象の研究

白馬座ループからの軟X線スペクトル

日本最初の1超長基線電波干渉計実験

突然1変異性無機物質による′ヽムスター細胞の試験管内形態転‐換と

染色体異常

昭和54年 5月 14日付 授与者

太陽フレアーに伴う高温ループ内のガスカ学と熱的輻射

カニタサにおける生殖器分イヒを制御する天然の活性物質

線型関数微分方程式の漸近的性質

複素領域における線型偏微分方程式の特異点をもつ解の積分表現

画像分割における領域験出法に対する新しい試み……階層的マー
ジ法と最小張木縦断アルゴリズム

1  不規則重力波の非線形特性

静的および衝撃波条件の超高圧下での弾性波速度の測定

表面活性剤溶液中における葉緑体チラコイ ド膜の

性質に関する研究

昭和 54年 6月 11日 付 授与者

嵩  偏‐向系の電子光学に関する研究相 馬
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1閣和154年17月 9日 付 授与者

徹  』N東縛状態とごこ→‐勘 p反応における′,系のピークの,研究

燿  高緯度地方で観測される輸 期 ELF二VLr赦射り研究
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昭和54年 9月 25日付 舞与書

共  ィヵl童1大神経亀索の興薔に対するい饉分子の動豪

啓  ニュ.‐ コンにおける繊維系蛋自質の豊彬斜榊 |1研究|

費  局所エネ!ルギーの薩 度と構円1型作用素のスペタトルの性質

弘  日本周1辺o海洋ジォイドの決定
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俊 夫:

―様磁場中でのレーザー生成プラズマの挙動‐プラズマ不安定性

ニューロンのタロマナンにおける、DNA離 の研究
ニツジン暑華鰈 にお|け る不定胚形成の研究

ラングミューア多分子アセツプリー蒲腱における構造疲存‐
キャリア輸送‐

1鑢度空白撥にもともく1'78年メキッコー大地震の予知

結晶‐中の陽電子消灘 おける1結轟格子の議効果 :
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籟舅醐
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